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商号 株式会社IHI原動機　　IHI Power Systems Co., Ltd. 

設立 2003年2月3日（平成15年）

沿革

1853年（嘉永6年）
1895年（明治28年）
1910年（明治43年）

1919年（大正8年）
2003年（平成15年）
2019年（令和元年）

石川島造船所創設
日本石油株式会社　新潟鐵工所創設
株式会社新潟鐵工所創立
（日本石油株式会社より分離独立）
日本初の舶用ディーゼルエンジンを開発
新潟原動機株式会社として原動機事業を承継
㈱IHIの原動機SBU（新潟原動機、
ディーゼルユナイテッド、IHI原動機事業）を統合して、
株式会社IHI原動機に商号変更

本社所在地 東京都千代田区外神田2-14-5

資本 資本金　30億円

社長 矢矧 浩二

従業員数注） 1,535名（外部出向者含む）

工場数注） 5工場（太田、新潟内燃機、新潟鋳造、新潟ガスタービン、相生）

支店・営業所注） 12ヶ所

海外事務所現地法人注） 5ヶ所（中国、韓国、オランダ、シンガポール、フィリピン）

関係会社注） ニコ精密機器株式会社（新潟県南魚沼市）

業績 売上高　788億円（2019年度連結）

注）従業員数、工場数、支店・営業所、海外事務所現地法人、関係会社は2020年3月31日現在

会社概要

会社の沿革
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1 環境報告書2020

昨年2019年7月にIHIグループの原動機事業の経営資源を集
約し、IHI原動機が誕生しました。脱CO2・循環型社会に向けて、
新たな時代に羽ばたく事業体を目指して融合を進めています。陸
用原動機に関する事業では航空機転用型ガスタービンからディー
ゼルエンジン、ガスエンジン、デュアルフューエルエンジン、小型ガ
スタービンに至る分散型エネルギー利用向け原動機製品の一貫
した運営体制を構築するとともに、舶用原動機に関する事業にお
ける大型から小型に至る舶用原動機、Z形推進装置と合わせた、
原動機事業全体にわたる効率的な事業運営によって、より一層の
社会貢献を図ってまいります。

地球温暖化対策の国際的な枠組みである「パリ協定」の発効
後、地球規模での気候変動への対策の動きが加速しています。
「世界の平均気温上昇を産業革命前に比べて2℃より十分低く
保つとともに、1.5℃までに抑える努力をする」事や、温室効果ガ
ス排出と吸収のネットゼロを目指す事が謳われ、脱炭素化への方
向性が決定づけられました。各国の「化石燃料依存型」から、「低
炭素推進型」への変革が想定以上の速さで加速しています。脱
炭素に向けた企業活動への要望や、再エネや分散電源の普及
に伴い、地域・産業におけるエネルギー安定供給のためのVPP、
DR等のエネルギーマネージメントへの期待が高まってきていま
す。
そうした環境と経済の相互関係がますます深まり、かつ多様化

してきている中で、環境というキーワードが様々な業種で事業運
営の重点事項として認識されるようになってきています。

当社でもIHI資源・エネルギー・環境事業領域の重点施策の一
つである「脱CO2・循環型社会に向けた新たな価値を創成」を
受け、「脱CO2・循環型社会実現に向けた事業モデルの変革へ
の取組」を重点施策として戦略的な研究開発・新事業の推進、及

びICTを活用したライフサイクル視点でのビジネスモデルを創生
することに取り組んでいます。現在は、厳しい環境下でありますが、
『次の20年、30年に向け、社会とともに持続的に成長する事業
基盤の構築』への取り組みを推移していきます。
多様化・複雑化する世界情勢、経済情勢、と海運・エネルギー

情勢の大きな変化の中で、動力・エネルギーに関わる我々の事業
の基軸は、次の3つであると考えています。
①環境対応:省エネ・脱炭素化技術の実用化・普及、インフラと
しての強靭化
②システムインテグレーション:遠隔監視・診断・運転、自律運
転、効率運用支援などによるお客様のO&M支援

③ライフサイクル、ソリューション:IHIグループの総合力を活か
した、ライフサイクルを通した新たなお客様価値の創造
いずれも、IHI資源・エネルギー・環境事業領域・IHIグループの

基盤を共有し、IHI原動機が、積極的にお客様や社会に貢献でき
る領域です。
“無駄をなくし(リーン)、柔軟に対応して(フレキシブル)、早く活

動を回して(アジャイル)　自ら「変わる」”　を合言葉に、力を合わ
せて業務改善・改革を進めてまいります。

事業活動の全てにおいて「全員参加」「社員一人ひとりが主役」
「経営資源の投入」を通じて継続的に事業パフォーマンスの向上
を図るとともに、法令を順守し、お客様、お取引先、地域社会から
の要請に応えて信頼される会社を目指します。
2020年も継続して環境報告書を発刊し、IHI原動機の社会・

環境に対する活動を報告します。今後とも弊社の活動に対しまし
て、ご指導・ご鞭撻の程よろしくお願い申し上げます。

	 株式会社IHI原動機
	 代表取締役社長　矢矧	浩二
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3 環境報告書2020

下記製品の製造、据付、販売及びメンテナンスを主な事業としています。

注）主な製品とその機関出力範囲は、環境データの章をご確認ください。

舶用４サイクル・デュアルフューエルエンジン
28AHX-DF

４サイクルディーゼルエンジン
Ｖ２８AHX

コモンレール燃料噴射装置

ガスエンジン
AGSシリーズ

舶用２サイクル・デュアルフューエルエンジン
Ｘ－DF

舶用４サイクル・ディーゼルエンジン
３４ＲＴ

航空機転用ガスタービン
LM6000

Z形推進装置（Zペラ）

非常用ガスタービン
CNT-6500EN

主な製品
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